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入学式のあいさつ 平成２５年４月８日

一年生の皆さん，ご入学おめでとうございます。とうとう待ちに待った入

学式がやってきましたね。ずいぶん前から，みなさんは，お父さんやお母さ

ん，おじいさんおばあさん，幼稚園や保育所の先生から，もうすぐ小学校の

入学だね，頑張ろうねとか，「自分のことは自分でしましょう」というお話

を聞いてきたと思います。きょうが，その入学の日なんですよ。

皆さんの入学のお祝いのために，左側には ＰＴＡの Ｈ会長さんはじめ，

たくさんのお客様がお出でくださいました。そして，右側には芦口小学校の

先生方が。そして，皆さんの大好きなお家の方々が，両脇で，しっかりと，

あるいは心配そうに，見守ってくださっています。

これから，みんなに 明日からの学校生活でがんばってほしいことを 三

つお話します。

一 みんなとなかよくしましょう。

自分の好きな人とだけなかよくするのではなく，みーんなと仲よくするんで

すよ。もし，いやなことを言ってしまって，相手の人が困ったり泣いてしま

ったら，どうしますか。ごめんなさいと謝りましょう。そして，そのあとは

いやなことは言わないようにしましょう。

二 しっかりと 先生のお話をききましょう。

特に 担任の先生のいうことを よーくききましょうね。勝手におしゃべ

りしたり，立ち歩いたりしては，・・・そう，いけませんね。

お家で お父さんやお母さんのいうことを聞くのと 同じですね。

三 元気に遊んだり運動したりしましょう。

学校にはひろーい 校庭があります。元気いっぱい走ってみましょう。

それから，ボールなどを使って 楽しく遊びましょうね。

もちろん，「してはいけません」と言われたことは，やらないようにしま

しょうね。

さあ今日からみんなとなかよく 先生のお話をしっかり聞いて げんきに

学校生活を送りましょう。

今 校長先生のお話を みーんな しっかりと聞いてくれて 先生はとっ

ても うれしいですよ。
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とてもりっぱな１年生のみなさん。手をお膝の上に置けますか。

次は，おうちのみなさんにお話しますから待っていてくださいね。

保護者の皆様。本日は，お子様のご入学，誠におめでとうございます。こ

れまでの六年間，生まれたときから今日の日を迎えるまで，実にいろいろな

ことがおありだったことと思います。忘れられない思い出が，お一人お一人

の脳裏に浮かんできているのではないでしょうか。楽しいことばかりではな

かったと思います。むしろ，そうでないことの方が多かったかもしれません。

それ故に，今日の日を迎えられた感激や感動もひとしおのことと思います。

私共は，日々変化するお子様一人一人の明るく健やかな，そしてたくまし

い成長を目指し，教職員が一丸となって，取り組んで参ります。

とはいえ，学校教育はご家庭の教育やしつけの上に成り立つものです。互

いに連絡を取り合い，次世代の宝でもある子供たちを共に育てて参りましょ

う。今，本校では，ご家庭や地域の皆様と協働で，一つのスローガンを掲げ，

心身ともにたくましい子供たちを育てるよう努めております。そのスローガ

ンとは，「早寝 早起き 体操で 心と体 すっきりと」というものです。ご

家庭の事情もございましょうが，夜は遅くても，８時を目安に寝かせてほし

いと思います。また毎朝，６時を目安に起きる習慣をつけていたただきたい

と思います。そして，朝食をしっかりと食べさせてから，明るい挨拶の下，

送り出していただきますようお願いいたします。十分な睡眠や栄養が，子ど

もたちの楽しく充実した学校生活を支えます。また，集中力や少々のことで

くじけない力，生きる力を養います。どうぞ，よろしくお願いいたします。

最後になりますが，ご来賓の皆様，ご多用の中，お出でいただきまして，

誠に有り難うございました。今後とも，かわいい子供たちに，そして親御さ

んに対しまして，ご指導・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

【担任紹介】さーて，一年生のみなさん おまちどおさまでした。

ここで，受け持ちの先生を紹介します。

まず，一年一組の皆さんの先生を紹介します。 Ｓ先生です。

次に，一年二組の皆さんの先生を紹介します。 Ｍ 潤子先生です。

それぞれの先生の言うことをしっかり聞いて，お勉強しましょうね。
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また，この３月まで幼稚園や保育所に預けられていた保護者の皆様の目に

は，卒園式のときよりも少し大人びた我が子の姿に見えているという方もい

らっしゃるかもしれません。この時期の子供たちは，一か月とは言え，少し

ずつ成長を続けています。卒園のころ，かたく引き締まっていた桜のつぼみ

が，今まさに花を開かせようとするところまで成長したのですから，もちろ

ん，お子さんも成長してきております。


